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Su:rn:rnary 
the Root Lesion Nematode, Pratylenchus coffeae, is a species of the endoparasitic 
migratory nematodes, and distributes mostly in the tropical and subtropical regions in 
the world. In Japan this species distributes mostly in the western warm regions, at-
tacking the more important such crops as the potato, sweet potato, and upland rice 
plant etc. 
The host-range of this species is very wide, accounting to about 80 spp., belonging 
to 23 families of plant. But in tropical and subtropical regions of the world the notable 
damages caused by this species are not reported in spite of the remarkable damages 
in the western warm regions of Japan. And the damages to the horticultural flowering 
plants are not discussed in Japan. 
In this paper the damage of the New Host Plant, Snapdragon (Antirrhinum majus 
L.) attacked by this species is discussed, and the control e丘ectof some Nematicides 
are reported. 
The nematicides applied in this experiment were injected or irrigated by the follow-
ing methods in the unglazed pots (diameter 20 cm; depth 17 cm): (i) D-D soil fumigant 
.. 1 or 3cc per one pot (10/ per are); (2) DBCP 80% emulsion .. 1 or 3cc per one pot 
(10 mal diluted solution). (i) and (2) were injected.); (3) DBCP 80% emulsionペ.10or 
30cc per one pot (100 mal diluted solusion; Irrigation) (1～31 per are); ( 4)Sterilization 
by Steam pulus Nematodes (Praりlenchuscoffeae; 2000 specimens per one pot); (5) 
Sterilization by Steam, none Nematode; (6) Untreated. 
* Two kinds of DBCP 80 % emulsion are used: Nemanax and Nemagon. 
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The results obtained in this experiment were summarized as follows: 
(1) Snapdragon (Antirrhinum majus L.) was a New Host Plant of h的 lenchuscoffeae) 
(2) Snapdragon attacked by Pratylenchus cojセaeshowed the dwarfed and poor ap-
perance: The remarkable decrease of number of leaves, comparativelly short body 
height, and slightly shorter root and leaf-length were noted. 
(3) The most promissible nematicide seemed to be DBCP 80 % emulsion, applied by 
injection司orirrigationmethod, and the growth of Snapdragon in the case of Nemagon 
(100 mal diluted solution; irrigated) was poor with small numbers or none of flower. 
( 4)In the case of the injection with D-D soil fumigant, the growth was very good, 
but the flowers seemed to be very few or lately. 
(5) In the pot in which the soil was sterilized by steam and plus nematodes, many 
specimens of Pratylenchus cof eae were detected from soil by Baermann’s Methd, and 
small numbers of this nematode in the root were detected after 48 days from the 
date of planting of seedlings of Snapdragon. 
緒
??
ミナミネグサレセンチュウ （Pratylenchusco,酢ae)(ZIMMERMANN, 1898) (GOODEY, 1951）はわ
が!"iの暖地lζ広く分布し， 馬鈴蒋， ti・.仇 陀稲などの重要な畑作物l乙寄生加害し，被害は大き
い．この線虫は植物の地下部の組織内lζ佼入寄生するが，たえず組織内を移住加害し，他の土壌
病害の病原体の侵入繁殖を助長しているとみなし得る値物寄生活の線虫で，寄主植物の数も非常
lζ多く， 23種， 80.tm以上の植物K寄生する しかしながらとの線虫の花井類での寄生加害の実態
はほとんど明らかにされていないし， 金魚l¥'i寄生の例も， もちろんまだ知られていない． 著者
らは 1964年馬鈴薯に寄生していた線虫を花井類の一例として金魚平 （Antirrhinummajus L., 
Snapdragon）に寄生させ，寄生を確認し得たので， ひき続き加害状況を調査し， さらに殺線虫
剤j施用による防除効烈：を調査した．ここlとその調査結果の概要を報告しておく．
I 新寄主植物としての金魚草
金魚草 （Antirrhinummajus L.) (Snapdragon）に寄生する線虫としては次のような約10極類
かすでに報告されている．しかしながら Praかlenchvscof eaeの寄生例はまだない．
(1) Aphelenchoides ritzema-bosi (ScHw ARTZ, 1912) STEINER, 1932 （キクノハガレセンチュウ）
: GoonEY, T., (1940): The nematode parasites of plants cataloguade under their hosts. 
Imp. Bur. Agric. Parasit. (Helminth.) St. Albans. England. 80 99. 
(2) Heterodera rostochiensis W OLLENWEBER. 1923 （パレイショシストセンチュウ）：同上
(3) Pratylenchusρenetrans (Cobb, 1917) CmTwoon & OrnIFA, 1952 （キタネグサレセンチ
ュウ） : SHER. S. A, & ALLEN, M. W., (1953). Revision of the genus Pratylenchus 
(Nemstoda：ηlenchidae). Unir. Calif. publ. Zool., 57 (6): 441-470 
(4) Praかlenchusρratensis(de MAN, 1880) FrLIPJEV, 1936 （マキパネグサレセンチュウ）
CROSSMAN. L. & CHRISLIE. J. R., 1937: List of plants attacked by miscellaneous plant 
infesting nematodes. Plant. Dis. Reptr, 21 (9) : 144-167 
(5) Meloidogyne arenaria (NEAL, 1889) CHrTwoon, 1949 （アレナリヤネコプセンチュウ）
(6) M. haρla CmTwoon, 1949 （キタネコプセンチュウ）
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(7) M. incognita KoFOID & WHITE, 1919) CHITWOOD, 1949 （ニンジンネコプセンチュウ）
(8) λ1. incsgnita acrita CHITWOOD, 1949 （サツマイモネコプセンチュウ）
(9) M. javanica (TREUB, 1885) CHITWOOD, 1949 （ジヤパネコプセンチュウ） : (5）～（9) TARJAN. 
A. C., (1952): Pathogenic behoviour of certain root-knot nematodes. Meloidogyne sρ． 
on Snapdragon, Antirrhinum majus. L. Phytopathology. 42 (2) : 114 
(10) Me!oidogyne sρp. （ネコプセンチュウ類）
• BESSEY, E. A., (1911): Root-knot and its control. Bull. U.S. Bur. pl. Ind., No. 217: 89 pp. 
• BuHRER, E. M., (1938). Additions to the list of Plants attacked by the root-knot 
nematode (Heterodera marioni) Pl. Dis. Reptr. 17 (7): 216～234 
E 実験方法（ポット試験）
(1) 試験場所・・・佐賀大学農学部硝子室（第1図参照）
(2) 供試土壌・・同上構内実験圃場の畑土
(3）方 法一昭和39年5月5日K採土し，蒸気消毒し，ポット（素焼鉢，径20cm深さ 17cm)
20個IL移し，なお， 蒸気消毒しない土壌のみを入れた対照区を設け， 第1表IL示すような
7試験区を設け，各区各2鉢とし，予め蒸気消毒土壌で発芽させた金魚、草の苗（草丈約
2cm）を各々 4株移殖し，生育状況や着花状況を調査比較した．
第lj表：薬剤処理方法と薬量
試験区 薬 剤 名 l鉢量 ｜叫7｜ cc 薬量 処 理 方 法
2 
3 
4 
5 
6 
7 
(I) 
D D油剤 10 注入法．ポット深さ 5cm, 3点lζス
(2) 3 30 ポイトで注入後，覆土鎮圧する
(I) DBCP80%手L 同 上
(2) 剤， 10倍液 3 3 
(I) 
同 上※ 10 濯注法．ポット土嬢面re濯注し，覆
(2) 100 倍液（A) 30 3 土，軽く鎮圧する
(I) 
同 上※ 10 
100 f音波 (B) I司 上(2) 30 3 
蒸気消毒接種
蒸気消毒無接種
無 処 理
注：試験区 l～4は各鉢lζ蒸気消毒後6月16日lζネグサレセンチュウ各2000頭接種し， IO日後re
各々薬剤を施用した．試験区 I(D-D区）のみは施薬後7日自にガス抜きした．
※試験区3はネマナックス， 4はネマゴン
なお根中lと侵入していた線虫については， Goodey氏染色法lとよって染色後，検鏡調査を行っ
た.48日後の各ポット土壌 50gr中の線虫数を Baermann氏法によって分離し調査した．
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第 l図：硝子室
m 実験結果と考察
1. ~I ＝. 育状況
(1) 茎長（第2表及び第2図参照）
蒸気消毒線虫接種区（5），同無接種区（6）とを対比すれば，明らかに Jn~接柿．区でー茎長は長い．な
お蒸気消毒Jn~接種区（6）と無消毒事！~接種区（7）とを比較すれば24, 36日日どろはIYJらかに消毒区の
茶長が長いが， 48日目どろにはほとんど差がない．従って蒸気消毒の効来は生育の比較的前期で
消滅するようにも思えた． なお線虫寄生による茎長のf11ミ阻害は顕著であるといえるようであ
る．
つぎに DD油剤及びDBCP80%乳剤10倍液の注入法による施用の場合l乙は，概して1穴 lee
区がよい.3cc区との差は数cm程度である．
なお蒸気消毒線虫接種区lζ比べると，いずれの場合にも茎長は 15～20cmも長くなっている．
つぎに DBCP80%乳剤100f音波（ネマナツクス及びネマゴン）の濯注法による施用の場合に
は， lOcc区， 30cc区ともに， 概してネマナックスの場合l乙茎長の伸びはよい． 特lζネマナック
スlOcc区でよく伸び、ている. i生注量からみると概してlOcc区の場合が， 30cc区よりよく伸び
ているとみてよいようである．以上のような茎長と各試験区との関係からみれば，線虫の寄生は
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第2表：茎 長（cm)
第験区 No. 12日18目日(7月） 24 36 48 
m 2.40 10.00 26. 75 42.65 I. 75 5.90 23.30 36. 70 
2 m 2. 75 5.50 23.30 41. 35 2.40 6.00 16.15 37. 75 
3 m 2.05 9.10 21. 15 45.50 2.60 7.95 15.25 39.10 
4 m 2. 75 8.40 16.00 38.85 2.20 6.00 17.45 33.10 
5 !. 95 2.35 7.00 20.80 
6 3.35 8.90 17. 75 30.95 
7 3.25 4.50 12.05 30. IO 
'lt2図 l:長（cm)Leng十hof S十em
でのIrr グ 1潅；L去 J蹴キマトソ7λJOc量生＂＂主 rz、 「1nnィifo/9) 
30 
20 
JO 
。
Days 12 24 36 48 12 24 36 48 12 24 36 48 
著しく金魚1/f.の茎の伸長生長を阻害する．また殺線虫剤の施用re当っては， 注入法では D-Did1 
剤， DBCP80%乳剤 10倍液ともに 1穴1cc程度がよく， 1穴3cc区ではやや劣っている. 100 
倍液瀧注法ではいずれの薬剤の場合も 1鉢 lOcc区がよく 30cc区がやはりやや劣っている。
(2) 根長（第3表及び第3図参照）
根長の伸長は蒸気消毒線虫接種区（6). Ii村正接凝区（15）とでは定植後36日目ごろまでの間では
かなり差があるが， 48日日ごろには大差がない．無処理区（7）と蒸気消毒後接種区（5）とはほぼ同
じ伸長傾向をたどっているとみてよい．やはり線虫寄生によって生育の中Jtlではかなり根の伸長
生長がIHl害されているものとみてよいようである．
つぎK注入法による D-D油剤及び DBCP80%乳剤 10f音波施周の場合には，概していずれ薬
剤の場合にも根の伸長状況には大差がないが， D-D 1穴1cc注入の場合には生育の中期ごろ根
の伸長がやや若るしくなっていた．蒸気消毒の効果は5区と 7区との対比からみればさほど著し
く根気の伸長には影響しないようである．
つぎに機注法による薬剤他用区では，生育の後期から薬剤の種類による差ーがかなり著しく現は
れ始め，ネマナックス80%乳剤 100f音波の場合lζ伸長がよく，ネマゴンの場合lζは劣っていた．
なお，漉注量の差による伸長差はいずれの薬剤の場合も小さく， ネマナックスでは 30ccがやや
よく， ネマゴンでは lOccがよく， 対照的になっていた． しかし蒸気消出：後線虫接種区（5）に比
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第3表：根 長（cm)
試験区 No. 12日18目日(7月） 24 36 48 
m 3.40 8.00 15. 75 16.95 3.20 6. 70 12. 70 16.50 
2 m 2.80 5.85 12. IO 17.50 3.60 6.05 10.05 17.00 
3 m 2.20 5. 70 13.00 17. 75 3.45 6.65 14.25 18.85 
4 m 3.95 6.65 1. IO 14. 00 3.25 6.65 10.40 12.65 
5 3.00 4.05 9.00 14.55 
6 4.55 8. 70 13.80 15.65 
7 3.60 5.80 10. 75 13. 70 
う173図 ヰ良f,:_(C汎） Lens什1of Rao十
注入法 池注法
10-! ぷ接指U〆HJ三：叫
。
Da;ts 12 24 3ι 48 12 24 36 48 I:' 2'' 36 45 
べると，薬剤注入の場合及びネマナックス 80%乳剤100倍液濯注区では根の伸長がかなり著し
しその他の場合には大差がないようである．
(3) 葉数（第4表及び第4図参照）
蒸気消毒後線虫を接穣した区（5）と同処理無接種とを対比すれば， 葉数lζはかなり著しい差が
認められ， 線虫寄生による業数の減少が指摘出来る． なお無処理土壌区（7）と蒸気消毒線虫無接
種区（6）との葉数の差はごくわずかで，無処理区で少ない．
つぎに薬剤施用区では，いずれの場合にも仁i己各試験区に比べて葉数がかなり多い．なお注入
法の場合lとは D-D区が DBCP80%乳剤（ネマナックス） 10倍液，いずれの施用量の場合lζも，
葉数の差がほとんどみとめられない．しかし部注法の場合ICは，ネマナックスの場合lζ葉数がか
なり多くなっていて， ネマゴンの場合K少ない． なお施用長による差も各々認められ得なかっ
た．従って線虫の寄生によって英数がかなり少なくなる乙と，殺線虫剤を施用すると葉数は増加
すること，薬剤の施用法では注入の場合には， D-D.,DBCP剤ともに 1穴注入量による (lee 
あるいは3ee）差は顕著でないこと， 濯注法の場合lとはネマナックスの場合が葉数が多く， ネ
マゴンではやや少なくなり，薬剤による差が認められたことなと、の諸点が指摘出来たといえるよ
うである．
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第4表：葉 数（枚）
試験区 No. 12日18目日(7月） 24 36 48 
m 6.0 12.0 50.5 96.0 4.0 12.0 50.0 93.5 
2 m 4.0 14.0 40.5 95.5 5.0 9.0 34.0 88.5 
3 m 6.0 19. 0 40.5 109.0 5.0 14.0 44.0 99.0 
4 m 5.5 10.0 40.0 81. 0 3.0 17.0 46.0 81. 0 
5 4.0 7.0 12.0 28.0 
6 6.0 12. 0 35.0 68.5 
7 4.0 9.5 21. 0 64.0 
え’4図素数（枚）NにofLeaves 
注入法 港注法
JOO 
80 
60 
40 
w 
。
Days IZ 24 36 48 !2 24 36 48 12 24 36 48 
(4) 楽長（第5表及び第5図参照）
蒸気消毒後線虫接種（5），無接種（6), 無処理区（7）の， 各試験区間の最終調査自における葉長
の差は接種区（5）でやや短かい程度（0.5cm）であるが，生育:Jtfjの中期で－の三者の差はかなり大き
い．やはり線虫の寄生によって葉長の伸ひーがかなり阻害されていることがうかがえる．
薬剤施用区では， 注入法の場合lζは， DBCP剤では注入量が多い（3倍）ときには葉長が短
かいが，少ないI寺lζは D-D(1または 3cc）区の場合と大差なく，業長の伸びが著しい． つぎ
にitl注法の場合ILは，ネマナックス，ネマゴンいずれの場合にも大差がないが，濯注量が多い場
合がやや葉長の伸長がよいようにみえる．なお葉長の伸長度からみると濯注法より注入法の場合
に概して薬のやfl長生長がよかったようである．
従って線虫の寄生によってある程度，葉長の仲ぴが阻害されること，殺線虫の施用lζ当っては
概して注入法の場合lζ葉長が長いこと，薬剤jの種類別及び施用量の差はあまりはっきりしなかっ
たこと，などのま指摘出来るようである．
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第5表：葉 長（cm)
試験区 No. 12日8目日(7月I ) 24 
m I. 00 3.25 0.60 2.45 
2 m 0.95 2.25 0.95 2. 15 
3 m I. 00 3.25 0.90 2.95 
4 m I. 20 2.55 0. 75 2.00 
5 0.60 2,05 
6 !. 20 3.25 
7 !. 10 I. 55 
A’5図案長ccm)Lens十hof Leaf 
61 1 n入法
5' 
4 
aj紳ザアム 10倍漁ν /'faナツヲス3
2 
。
Da.ys 12 24 36 48 12 24 36 48 
(5）着花数
定値後48日日の最終調査日までの着花数は第6表に示す
とおりである．なお表中lと記載してない部分は実験を48日
日で終了さしたので詳かでないか，着花数は概して DBCP
80%乳剤を施用した区で多かった．なお蒸気消毒後線虫を
接種しなかった区（6）の場合K比べると， ネマナックス80
%乳剤施用区では同数あるいは1～2花だけ多く着花して
いた． しかしながら D-D油剤注入の場合にはわずか1個
程度の花が着いており，着花が著しく劣っていた．なおネ
マナックスとネマゴンとを比べると着花数はネマゴン区で
かなり少なかった．
(6) 鉢土壌中の線虫密度
D-D油剤原被1穴1cc区では50gr土壌rj1K平均2.5頭，
36 
5, 10 
4.60 
4.95 
4.25 
4.25 
4.55 
3.50 
3.85 
I. 95 
4. 15 
3. 75 
, 
48 
5.55 
5.60 
5,40 
4.20 
4,40 
4. 75 
4,35 
5.05 
4.00 
4.50 
4.60 
ifli i I: il; 
キマナγ7λ30cc
10 
12 24- 36 48 
第6表：：肴花数（個困） 
試験区 No. ¥ 佑
(I) I 1.0 
(2) j 一
2 (I) ! 12.0 
(2) I 13.0 
3 (I) ! 14.0 
(2) I 12. o 
4 (I) j 8. 0 
(2) i -
5 I 
6 i 12. 0 
7 6.0 
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蒸気消毒後線虫接種区では平均288頭のミナミネグサレセンチュウが各々生育調査終了後の土壌
から検出された．
(7) 根中の線虫密度
着花するまでの全生育期聞にわたって，各調査日』ζぬき取った調査株の根（lOcm）を Goodey
染色法によって染色後検鏡したが，蒸気消毒後線虫接種区では平均5頭の線虫を検出し得，無処
理区では24日目の調査の際lζ1頭検出出来たほか，いずれの区でも検出出来なかった．
IV 要 約
第7表：定植後48日日の生育状況
試験区別 l一鉢量［茎長｜根長｜葉数 葉 長 着花数cc (cm) (cm) （枚） (cm) （個）
D-D油剤j原被 42.65 16.95 96.0 5.55 l. 0 3 36. 70 16.50 93.5 5.60 
DBCマPナ80ッ%ク乳ス剤）IO倍液 41. 35 17.50 95.5 5.40 12.0 （ネ 3 37. 75 17.00 88.5 4.20 13.0 
~ネB四マナ80ッ%ク乳ス剤）100倍液 ｜ ｜ IO 45.50 17. 75 109.0 4.40 14.0 30 39. IO 18. 85 99.0 4. 75 12.0 
向（ネマゴン）上
IO 38.85 14.00 81. 0 4.35 8.0 
30 33. IO 12.65 81. 0 5.05 
蒸気消毒接種※ 20.80 14.55 28.0 4.00 
ノγ 無接種 30.95 15.65 68.5 4.50 12.0 
11!~ 処 理 30. IO 13. 70 64.0 4.60 6.0 
※ 48日目の鉢土壌 50g中の平均線虫数285頭
金魚卒苗を鉢土lζ定植した後48日目の最終調査日における生育状況を要約すれば第7表のとお
りである．なお殺線虫剤施用各区の，蒸気消毒無接種区を100とした場合の指数は第8表のとお
りである．また蒸気消毒無接種区を 100とした場合の蒸気消毒線虫接種区及び無処理土壌区の指
数は第9表のとおりである．
第8. 9表からみれば， D-Di1J剤原被区では概して金魚草の生育は良好であるが， 着花が著
第8表・
試験区別 一鉢量 l茎 葉 数 葉 長 処理法cc % 0,ノ0 % % 
137.0 108.2 140.2 123.0 注 入D-D j由斉u原液 3 118.5 105.2 136.3 124.5 II 
ネマナックス80%乳剤 133・5 111.8 139.0 120.0 注 入
IO倍液 3 122.0 108.5 129.0 94.2 II 
ネマナックス80%字L弗j IO 147.0 113. 2 159.0 98.0 瀧 注
100倍液 30 126.5 120.5 144.0 103.0 ， 
ネマゴン 80%手L剤100 10 125.5 88.5 118.0 96.0 ， 
倍液 30 107.0 81.0 118.0 112.0 ， 
蒸気消毒無接種 100.。 100.。 100.。 100.0 
92 佐賀大学農学会報第22号
第9表：
試験区別 茎 長 根 長 薬 数 葉 長 着花数% % % % % 
蒸気消毒接種 67.0 93.0 40.9 89.0 
グ無接種 100.0 100.。 100.0 100.。 100.0 
事！~ 処 理 92.5 87.5 93.5 102.0 50.0 
しく悪い．これに対してネマナックス（DBCP剤） 80%乳剤の10倍波の注入区では生育もよく，
着花数も普通であるとみてよいが， I穴3cc注入． 区では葉長だけが短かくなっている． ζの
ような傾向はやはりネマナックス80%乳剤100倍液の濯注の場合にもうかがわれ得る．一方ネマ
ゴン80%乳剤（DBCP剤〉の場合には， 生育状況が蒸気消毒~接種区よりわずかによいといっ
た程度で，根長はむしろ約20%減といった生育振りを示し，着花数も少ない傾向を示している．
なお概して葉長の長い区では着花数が少ない傾向もうかがわれ得るようである．
このような傾向からみると金魚草のミナミネグサレセンチュウの防除にはネマナクッス80%乳
剤（DBCP剤〉が最もすぐれており，特に 1001音波の濯注で，着花数も多くなっている.DDf由
niJ原液の注入では株の生育はよいが，活ー花数が非常lと少なくなるか，かなりj出延する？とみてよ
いようである．なおtf}9去からみれば，線虫か寄生すると葉数が著しく少なくなり，茎長も比較
的短かく， ff~長葉長ともにやや短かくなり，花のつきも惑くなり株は一見矯小化し，繁茂度が著
るしくJ鋲くなるといえるようである．
しかしながらこの実験では供試鉢数や調査株数が少ないので，今後さらに調査検討を重ねて行
きたい．
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